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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成29年7月27日(2017.7.27)

【公開番号】特開2017-82991(P2017-82991A)
【公開日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2017-018
【出願番号】特願2015-214459(P2015-214459)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｆ  13/10     (2006.01)
   Ｆ１６Ｆ  15/08     (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ   5/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｆ   13/10     　　　Ｌ
   Ｆ１６Ｆ   15/08     　　　Ｗ
   Ｂ６０Ｋ    5/12     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月16日(2017.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　さらに、本実施形態において、第一の取付部材１６の筒状部２２は、内周面が本体ゴム
弾性体２０と一体形成された嵌着ゴム層３６で覆われていると共に、外周面が本体ゴム弾
性体２０と一体形成された緩衝ゴム層３８で覆われている。更にまた、第二の取付部材１
８は、連結部２８が本体ゴム弾性体２０と一体形成されて封止体を構成するシールゴム４
０によって覆われていると共に、ガイド部３０の上下および前後の表面が本体ゴム弾性体
２０と一体形成された被覆ゴム４２によって覆われている。なお、筒状部２２の上面に固
着された緩衝ゴム層３８の上面（後述するマウント本体１２の上端面１１０）は、左右両
外方へ向けて下傾する傾斜面とされている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　また、第二の取付部材１８およびカップ部材４４には、可撓性膜４８と仕切部材５０が
取り付けられている。可撓性膜４８は、ゴム等のエラストマで形成されており、全体とし
て薄肉の略円板形状とされていると共に、上下の弛みを有している。そして、可撓性膜４
８は、外周端部に設けられて封止体を構成する外周封止部４９がカップ部材４４の底壁部
と後述する仕切部材５０の間で上下に挟まれることにより、第二の取付部材１８およびカ
ップ部材４４に取り付けられて、カップ部材４４の貫通孔４６を流体密に閉塞している。
これにより、本体ゴム弾性体２０と可撓性膜４８の間には、壁部の一部が本体ゴム弾性体
２０で構成されているとともに他の一部が可撓性膜４８で構成された流体室５２が画成さ
れており、この流体室５２には非圧縮性流体が封入されている。流体室５２に封入される
非圧縮性流体は、特に限定されるものではないが、例えば水やエチレングリコール、アル
キレングリコール、ポリアルキレングリコール、シリコーン油、或いはそれらの混合液な



(2) JP 2017-82991 A5 2017.7.27

どが好適に採用される。更に、流体室５２に封入される非圧縮性流体は、後述するオリフ
ィス通路７６などによる防振効果を有利に得るために、０．１Ｐａ・ｓ以下の低粘性流体
であることが望ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　仕切部材５０は、全体として略円板形状を有しており、上仕切部材５４と下仕切部材５
６の間に可動膜５８を配した構造とされている。上仕切部材５４は、金属や合成樹脂で形
成された硬質の部材であって、中央部分に上方へ向けて開口する円形の中央凹所６０を備
えていると共に、外周端部には外周面に開口しながら一周に満たない長さで周方向に延び
る上周溝６２を備えている。一方、下仕切部材５６は、上仕切部材５４と同様の硬質部材
であって、中央部分に上方へ向けて開口する円形の収容凹所６４を備えていると共に、外
周部分には上面に開口しながら一周に満たない長さで周方向に延びる下周溝６６を備えて
いる。なお、下仕切部材５６が上仕切部材５４よりも大径とされており、後述する上仕切
部材５４と下仕切部材５６が上下に重ね合わされた状態において、下周溝６６と上周溝６
２が径方向で略同じ位置に形成されていると共に、下仕切部材５６の外周端部が上周溝６
２よりも外周まで至っている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　そして、上仕切部材５４と下仕切部材５６が上下に重ね合わされており、収容凹所６４
の開口部が上仕切部材５４で覆われて形成された収容空所に可動膜５８が配されている。
可動膜５８は、ゴム等のエラストマで形成された略円板状の部材であって、外周端部には
厚さ方向両側へ突出して周方向環状に延びる挟持部が形成されていると共に、内周部分に
は厚さ方向両側へ突出して放射状に延びるリブが一体形成されている。この可動膜５８は
、下仕切部材５６の収容凹所６４に配されており、上下に重ね合わされた上仕切部材５４
と下仕切部材５６の間に配設されている。更に、上仕切部材５４における中央凹所６０の
底壁部に貫通形成された上透孔６８と、下仕切部材５６における収容凹所６４の底壁部に
貫通形成された下透孔７０とによって、可動膜５８が上下の仕切部材５４，５６の外側に
露出している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　一方、ブラケット１４は、ガイド溝８０の上溝幅内面８４がマウント本体１２のブラケ
ット１４への差入れ方向に対して傾斜する傾斜面とされていると共に、下圧縮壁面９４が
差入れ方向と略平行に広がる水平面とされている。これにより、下圧縮壁面９４と上溝幅
内面８４が相対的に傾斜しており、それら下圧縮壁面９４と上溝幅内面８４が差入れ方向
に向けて次第に接近している。また、マウント本体１２の装着位置におけるブラケット１
４のガイド溝８０の上溝幅内面８４と下圧縮壁面９４との上下距離が、ブラケット１４装
着前のマウント本体１２におけるガイド部３０の上面とカップ部材４４側の端面である下
端面１１２との上下距離よりも小さくされて、マウント本体１２の下端面１１２が下圧縮
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壁面９４に当接状態で重ね合わされていると共に、マウント本体１２のガイド部３０の上
面が上溝幅内面８４に当接状態で重ね合わされている。これにより、マウント本体１２の
ブラケット１４装着状態において、マウント本体１２の第二の取付部材１８とカップ部材
４４がブラケット１４のガイド溝８０の上溝幅内面８４と下圧縮壁面９４との間で上下に
接近せしめられている。その結果、第二の取付部材１８と仕切部材５０の間に配されたシ
ールゴム４０や、仕切部材５０とカップ部材４４の間に配された可撓性膜４８の外周封止
部４９などが上下方向に圧縮されて、流体室５２の壁部を構成する第二の取付部材１８と
仕切部材５０とカップ部材４４の各部材間がより高度に封止されている。


	header
	written-amendment

